
　

今
、
全
国
の
自
治
体
が
直
面
し
て

い
る
の
が
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
や

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
す
。
そ

の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
二

地
域
居
住
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？　
二
地
域
居

住
と
は
、
都
市
圏
な
ど
の
主
な
生
活

拠
点
と
は
別
に
、
特
定
の
地
域
に
第

二
の
生
活
拠
点
を
持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
こ
と
。
ふ
た
つ
の
拠
点
を
行

き
来
す
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
充
実
と
地
域
活
性
化
の

両
方
を
か
な
え
る
新
し
い
暮
ら
し
方

と
も
い
え
ま
す
。

　

飛
行
機
で
の
移
動
を
通
じ
て
地
域

や
人
と
の
「
関
係
・
つ
な
が
り
」
を

つ
く
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、
将
来

的
な
移
住
・
定
住
者
の
拡
大
を
目
的

に
二
地
域
居
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
ル

を
参
加
者
へ
提
供
し
、
特
典
航
空
券

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

二
地
域
居
住
生
活
に
お
け
る
移
動
を

大
分
県
玖
珠
町
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
大
分
支
店

に
よ
る
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

二
地
域
居
住
促
進
を
持
続
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
両
者
に
大
分
県
信
用

組
合
を
加
え
た
三
者
は
２
０
２
４
年

10
月
に
「
持
続
的
な
人
流
創
造
に
関

す
る
協
力
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

大
分
支
店
長
の
小
田
和
彦
は
、「
東

京
一
極
集
中
と
地
域
の
過
疎
化
。
こ

れ
ら
ふ
た
つ
の
社
会
課
題
に
Ｊ
Ａ
Ｌ

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え
る「
二
地
域
居
住
」と
い
う
選
択

都
市
圏
と
地
域
を
つ
な
ぐ

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
取
り
組
み

サ
ポ
ー
ト
（
＊
）。
こ
れ
に
よ
り
「
都

市
部
へ
の
人
口
一
極
集
中
」
や
、
そ

れ
に
伴
う
「
地
域
人
口
の
減
少
」「
地

域
経
済
の
衰
退
」
と
い
っ
た
社
会
課

題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
奄
美
群
島
ま
で
、
今

年
度
18
の
自
治
体
と
共
に
実
施
し
て

い
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
い
か
に
向
き
合
う

か
。
二
地
域
居
住
が
ひ
と
つ
の
答
え

に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
供
の
先
に
、

関
係
人
口
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
地
方

へ
の
移
住
・
定
住
を
見
据
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
こ
の
施
策
に
よ

り
、
２
０
２
６
年
度
末
ま
で
に
延
べ

50
人
ほ
ど
が
玖
珠
町
内
の
「
お
試
し

暮
ら
し
住
宅
」
に
月
額
３
万
円
で
居

住
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
暮
ら

し
を
通
じ
て
自
治
体
職
員
や
地
域
住

民
と
の
交
流
を
図
る
予
定
で
す
。

　

二
地
域
居
住
生
活
者
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
玖
珠
町
の
宿
し
ゅ
く

利り

政
和

町
長
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
連
携
し
、『
二

地
域
居
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
温
泉
や
グ
ル

メ
、
美
し
い
田
園
風
景
、
そ
し
て
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
も
整
っ
た
“
素
朴
な

田
舎
・
玖
珠
町
”
で
、
お
洒
落
な
二

地
域
生
活
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
語
り
、
今
後
の
展
開
に

期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
、

二
地
域
居
住
を
多
く
の
方
に
体
験
い

た
だ
く
こ
と
で
、
新
た
な
人
流
の
創

出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
分
県
玖く

珠す

町
で

二
地
域
居
住
を
推
進

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

1.左から、大分県信用
組合の𠮷野一彦理事
長、宿利町長、支店長
の小田、JALふるさとア
ンバサダーの花島良
子。2.町の近代化産業
遺産、旧豊後森（ぶんご
もり）機関庫と転車台。 
3.三日月の滝公園。 

夫婦ともに二拠点生活に憧れがあり、地域の豊かな自然や食の魅
力に惹かれる中で、大分での暮らしを体験できる貴重な機会だと感じ
応募しました。玖珠町の方々の温かさに触れ、日々の生活が豊かにな
る実感がありましたし、都市と地域を行き来する暮らし方を、今後の人
生設計の選択肢として本気で考えるきっかけになりました。

山 と々清らかな水に育まれた自然豊かな玖珠町。大分空港から車で約1時間、福岡空港からも1時間15分ほどの距離にある。

＊札幌の『JAL 2地域居住クラブ』は『セイバー』運賃をご利用。
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